
最新事例から考える！
SDGs×官民連携で地域課題を解決するアイデアとは

2023年 8月 1日 13:00 - 17:10火

関西 SDGs プラットフォーム 「ローカル SDGs・脱炭素分科会」 第 2回イベント！

関西 SDGs プラットフォーム内に立ち上げた「ローカル SDGs・脱炭素分科会（※1）」の第 2回イベントで
す。本イベントは、SDGs を原動力とした地方創生を推進する内閣府と共催で、自治体における SDGs の実
践や官民連携をテーマに、自治体の SDGs の取組に詳しい専門家や、現役の自治体職員として SDGs に取り
組む実践者にご登壇いただき、先進地域の事例や地域課題の解決につながるヒント、地域づくりやビジネ
スにつながるアイデアなどをご紹介いただきます。
また、関西の SDGs 未来都市（※2）による第 3部では、各地域で先行している取組みを紹介いただくほか、
新たな価値の創造・共創のきっかけとなるよう、成功事例や課題について参加者も交えて意見交換し、官
民連携による地域の活性化・課題解決につなげることができる場を設ける予定です。

QUINTBRIDGE　1F

関西で地域・まちづくりやビジネスなどに

取り組むすべての方

きんき環境館

環境省近畿地方環境事務所 近畿経済産業局、 近畿財務局 (予定)内閣府

（大阪市都島区東野田町 4丁目 15 番 82 号）
JR大阪環状線｢京橋駅｣北口：徒歩約 10 分　京阪本線｢京橋駅｣西口：徒歩約 10 分　地下鉄長堀鶴見緑地線｢京橋駅｣：徒歩約 5分

会場 約 70 名 ( 申込先着順 )

無料

 ≪申込〆切：2023 年 7月 27 日 ( 木 )≫　
https://forms.gle/s968DZGNZHs6Bcim7

・ 自治体と共創 ・連携したい企業や組織の幹部 ・経営者等の方

・ SDGs や官民連携に取り組む必要があるが、 実際にどう手を付けていいかわからない自治体職員の方

・地域での SDGs の取組みにあたり課題を抱えておられる行政職員や企業 ・ NPO 団体等の方

・ これから地域の SDGs の取組みに関わっていきたい方　など

下記URL または、
左のQRコード
参加申込フォームから
お申込みください。

06-6940-2001 office@kankyokan.jp

■（※1）関西 SDGs プラットフォーム「ローカル SDGs・脱炭素分科会」
環境・社会・経済が統合的に向上する持続可能な地域・経済圏づくりの推進及び地域脱炭素を通じた関西の活性化を目的として、関西 SDGs プラットフォーム（SDGs の実現を目
指す関西圏の約 1,800 の企業・自治体・団体等が登録しているプラットフォーム）に環境省近畿地方環境事務所が新たに設置した分科会。ローカル SDGs・脱炭素の実践に役立
つ情報発信や事例紹介のほか、事業創出に向けた出会いの場づくり、組織の壁を越えた実践者同士のネットワーク形成、地域活性化人材育成プログラムの開発・試行などに取り
組みます。それにより、ローカル SDGs を実践する人たちのエコシステム（生態系）の形成と発展の仕組み化、脱炭素の要素も加えた地域の未来像の共有、実践の促進を目指します。
（URL：関西 SDGs プラットフォーム (https://kansai-sdgs-platform.jp)
■（※2） SDGs 未来都市
SDGs 達成に向けて優れた取組を提案し、内閣府に選定された自治体。

（受付開始 12：30）

きんき環境館



13:00 開会挨拶

13:05 第一部　基調講演・インスピレーショントーク
  「SDGs 未来都市　現状と今後の展望｣   小西 晋一 氏　
  ｢SDGs 実践　各地の事例と成果・発展へのポイント｣ 高木 超 氏
  「官民連携　実践事例と秘訣」　　　　　　　　　　 長井 伸晃 氏

13:55 第二部　事例紹介＆トークセッション
  事例紹介
       1　大阪府公民戦略連携デスク
       2　奈良県生駒郡三郷町
  トークセッション（小西氏、高木氏、長井氏、大阪府及び三郷町）

15:10 第三部　自治体プレゼン＆ネットワーキング（17：10 閉会予定）
  関西各地の「SDGs 未来都市」から取組などを順にご紹介いただいた後、
  各都市や参加者にはブースへ分かれていただき、意見交換を行います。

2007 年神戸市入庁。企画調整局つなぐ課特命係長、経済観光局都市型創造産業担当
係長などを経て現職。これまでに Uber Eats、アイカサ、マクアケなど、17 社との事
業連携を企画・運営。全国の公務員がナレッジを共有するオンラインプラットフォー
ム「オンライン市役所」の運営ほか、デジタル庁シェアリングエコノミー伝道師、
NPO 法人 Unknown Kobe 理事長なども務める。著書に『自治体 × 民間のコラボで
解決！公務員のはじめての官民連携』（学陽書房）

長井 伸晃 氏　( 神戸市企画調整局調整課課長 (SDGs 推進担当 ))

NPO 等を経て、2012 年から神奈川県大和市役所の職員として住民協働等を担当。
17 年に退職後、米国で SDGs に関する研究を行い、19 年から現職。総務省地域力創
造アドバイザー、内閣府地域活性化伝道師のほか、鎌倉市、川崎市、亀岡市等の自
治体でSDGs推進アドバイザー等を兼務。著書に『SDGs×自治体 実践ガイドブック』、

『SDGs× 公民連携』（学芸出版社）など。

高木 超 氏   ( 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 特任助教 )

京都大学工学部卒業　同大学院修士課程修了後、大阪ガスへ入社。大阪ガスでは、ネッ
トワークインフラ技術の開発やガス工事に関連する設計、構築、保守などに携わり、
チームでの作業やプロジェクト管理を行い、新しい技術や効率的なエネルギー利用
に関心を持つ。2023 年 4 月からは内閣府地方創生推進事務局にて、「SDGs 未来都市」
に関する業務に従事し地方創生を推進する。

小西 晋一 氏   ( 内閣府地方創生推進事務局  参事官補佐 )


